
阿佐ヶ谷美術専門学校同窓会
 2002年度第1回
 常任幹事会・幹事会議事録

●日時
 平成14年6月29日（土）
 15：00～17：00
 ●場所
 阿佐ヶ谷美術専門学校521教室 

 ●出席者
 秋元圭一［会長］
 土橋洋一［常任幹事］
 西田一成［常任幹事］
 小川素治［常任幹事］
 日野　高［常任幹事］
 甲斐光省［常任幹事］
 小山　弘［常任幹事］
 西尾雅江［常任幹事］
 勝山昌幸［幹事］
 高橋北斗［幹事］
 髭明日香［幹事］ 

 ●委任欠席
 渡邊征明（→秋元氏）
 浅見　博（→西田氏）
 西谷之男
 松岡和彦
 藤原成理（→秋元氏）
 菊地　満
 征矢　直行
 川島昭作
 中島かおる（→西田氏）

 常任幹事出席者8名
 委任状9名
 欠席　7名
 定足数成立

 ●議事進行
 議長・進行／小川素治

 ●書記／西尾雅江

 ●議題
 議題／1
 2001年度決算の承認

 議題／2
 2002年度活動計画
 及び予算案の承認

 議題／3
 常任幹事及び役員の承認

 議題／4
 意見交換
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常任幹事会・幹事会 

 議題1／2001年度決算の承認 

 議題2／2002年度活動計画及び予算案の承認

 議題3／2002年度常任幹事及び役員の承認

 事務局より、今回常任幹事及び幹事160名に2001年度決算の承認、2002年度活動計画及び予

算案の承認、常任幹事及び役員の承認についての資料を各幹事に送って承認をとったところ

当日の出席者11名と他委任状29通の承認を得た。しかしこれは同窓会の規約にある1/2以上

に達しておらず、現状は承認が得られていない状況。それに関してどのようにしたらよいか

意見を求めた。土橋氏、西田氏より改めて書面で承認の確約をとる文面で幹事全員に通達す

るのが良い。（それに対しての返答は無用）という意見が出て、全員一致でそのようにするこ

ととなった。

 ［報告事項］以前から会議で提案していたように「あさしん」を同窓会で利用させてもらい同

窓会のコーナーとして年1回の折り込みをさせてもらえるように要請していたが、今秋発行

する「あさしん」（年1回同窓生全員に配送しているアサビフェスタのお知らせ号）にその折り

込みをすることとなり、同窓会ニュースとして同窓会の活動と2001年決算と2002予算の報告、

またそれをもって会員の承認とさせてもらう一文を載せることとした。合わせて先日行った

アンケートの結果報告も載せることとなった。 

議題4／意見交換

 当日参加された幹事の方達を交えての意見交換会となった。

 まず簡単な自己紹介をしてから同窓会に関しての意見を出してもらいディスカッションを

行った。 

 ●同窓生の出会いの場、交流の場としてより多くの会員に浸透していきたい。

 →asabi-net.の充実、総会及びパーティの開催、会員からの意見を求める、アサビフェスタや

卒展、卒業式をそのような場に使えないか等

 ●同窓会の会員、また各幹事としての認識度が浅い。

 →同窓会とは…の定義付けがほしい。毎年卒業式の日に同窓会に自動的に入会し幹事も任意

に選出されているが感極まっている中での指名は同窓会というものをしっかり理解できず

に幹事になってしまうというのが例年のパターンのような気がする。卒業式の式典に同窓会

の説明をするのではなく前もって機会をつくって認識してもらうのはどうか？

 ●幹事に選出されているがどのようなことをしたらよいのか解らない。

 また今回のような幹事会に一人では参加しずらい

 →常任幹事会及び幹事会を活性化する。幹事同志の縦横のつながりを充実させる。

 小規模の（学年、もしくはサークルなど）パーティを密にしていく。

 ●卒業すると学生時代に仲が良かった人でさえも会う機会がない。

 →なるべく同じ役員であるという意識をもって働きかけたい。

 ●幹事の任期また選出方法の検討

 →2年任期、半数を1年ごとに入れ替えるという現状のやり方では活動しずらい。また常任幹

事に選出されても1度も幹事会に参加しない。また出欠の連絡もこないという会員もいる。検

討するべきだ。

 ●据え置きになっている研究科をどう扱っていくのか。早急に決めるべきだ。

 →検討する機関が必要。

 ●現状の会則の問題点をあげ必要であれば会則の改正を行う

 →今現在の会則は動きのとりずらいところがある。また古い印象もある。その年度に任命さ

れた会長の意向で変えていってもよいのでは。

 ●毎回行われている常任幹事会をもっとやりやすくしていったらどうか？

 →今現在とはやり方を変える。各自が事前に話し合いを密にとるようにしていく。

 今かかえているものを消化するのに精一杯になっているがそれだけではなくもっとちがっ

た話題を提供したり各会員がもっと楽しめたり、利用できる情報などを発言したり等ここか

ら交流の場として広げていかないといけない。

 ●事務局作業の高率アップをはかる。

 →メールやHPなどを利用してのやりとりを行っていけるように変えていきたい。

 これらの問題点を検討する上で独立した委員が必要では。などの意見が出た。

 最後に会長より今後これらの意見を参考にし、できるだけ取り入れながら同窓会を運営して

いきたいという閉めで閉会となった。


